
 

令和２年８月２６日 

  特 別 区 長 会 

 

令和３年度 都の施策及び予算に関する要望について 

 

特別区長会は東京都に対し、令和３年度予算編成に向けて、重点となる２３項目の

要望を行いましたので、お知らせします。 

 

 

・日 時 令和２年８月２５日（火）１６時００分～１６時１５分 

・場 所 東京都庁第一本庁舎北塔４２階特別会議室 C 

・応対者 多羅尾副知事 

・要望者 特別区長会 会 長 山﨑 孝明（江東区長） 

副会長 武井 雅昭（港区長） 成澤 廣修（文京区長） 

 ・内 容 別紙 「令和３年度 都の施策及び予算に関する要望事項（一覧）」 

「令和３年度 都の施策及び予算に関する要望書」 

 

○ 特別区長会 

東京２３区長で構成する任意団体。 

特別区に共通する課題についての連絡調整及び調査研究、特別区の自治の発展を図る

ために必要な施策の立案及び推進などの活動を行っている。 

会 長：山﨑 孝明（江東区長） 

事務局：特別区長会事務局 

（千代田区飯田橋３－５－１ 東京区政会館１９階） 

 

※なお、特別区は平成１３年６月から全国市長会に加入している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

特別区長会事務局 

調査第１課長 井上 敏也 

電話 ０３－５２１０－９７３７（直通） 



要望の概要 

要望内容は、いずれも、都区双方が力を合わせて、緊密に連携・協力して解決すべ

き重要課題であり、広域行政の立場から都の積極的な取り組みを求めるものです。 

応対した多羅尾副知事に対して、児童相談所設置の促進、災害対策の充実及び新型

コロナウイルス感染症対策等の２３項目について要望し、特に次の点について、重点

的な取り組みを要請した。 

 

１ 「児童相談所設置の促進」について 

〇 今年度から３区が児童相談所を開設した。来年度は、港区、中野区が予定して 

いる。 

 

〇 今後も順次開設が続くことになるが、都と区の連携による児童相談体制の大幅 

な拡充につながるよう、引き続きの支援をお願いしたい。 

 

２ 「都区の役割分担に関する協議の実施」について 

都区間で必要な以下の協議に応じていただきたい。 

(１) 平成２３年に中断したままとなっている都区のあり方検討委員会の協議につ

いて、平成１９年以来進めてきた検討の蓄積を踏まえ、再開すること。 

(２) 全国の市町村の中で唯一特別区だけが外されている用途地域の都市計画決定

権限等のあり方や、「特別区都市計画交付金の拡充」等、財源の問題を含めて、

都市計画事業に関する協議できる場を設定すること。 

(３) 都区財政調整制度の財源である固定資産税・市町村民税法人分等に関し、都

において政策的に減額･免除の新設・拡大を検討する際には、共有財源である

ことを踏まえて事前協議を実施すること。 

 

３ 「災害対策の充実」について 

〇 切迫性が指摘される首都直下地震及び南海トラフ地震、近年多発している風水 

害等への対策は、喫緊の課題である。 

 

 〇 特に、帰宅困難者対策、大規模水害時における広域避難に係る体制整備は、自 

治体の枠を超えて広域的な対策を行う必要がある。 

 

 〇 国の対応も含め、具体策が講じられるよう要望する。 

 

４ 「新型コロナウイルス感染症対策」について 

 〇 新型コロナウイルス感染症の拡大により、全国的に深刻な状況が続いている。 

特に、特別区は全国的に感染者数が多く、大きな影響を受けている。 

 

〇 東京都においても様々な対策をとられているところであるが、未だ終息に向か 

っていない。感染拡大防止・終息に向け、引続き、都区が一体となり取組んでい 

く必要がある。 



 

○ 区民の安全・安心の確保のため、医療体制の整備、保健所をはじめとする検査 

 体制の強化、また、経済活性化のための中小企業等に対する支援策の継続・拡充 

 などに努めるとともに、特別区の施策に対する支援をお願いしたい。 

 

○ 次に、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う景気の落ち込みにより、大幅な 

減収が見込まれるため、今後、減収対策が財政運営上の最大の課題になると考え 

ている。 

 

〇 減収補填対策として、市町村民税法人分に係る減収補填債の発行が可能とな 

るよう、都においても、国に法令整備を働きかけていただきたい。 

 

５ 「東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会開催延期に伴う対策の強化」 

 について 

 

 〇 都と区が協力して、改めて機運の醸成や感染症対策の強化等を図り、大会の成 

功に向けて、また大会後のレガシーにつながる様々な取組を行っていけるよう、 

要望する。 

 

 


